
「
鹿
野
川
丸
山
公
園
」

（
大
洲
市
肱
川
町
）

　

丸
山
公
園
は
、
県
内
有
数
の
花

の
楽
園
で
、
し
ゃ
く
な
げ
が
約

３
０
０
０
本
植
え
ら
れ
て
お
り
、
西

日
本
一
と
評
判
で
す
。

　

ま
た
、
園
内
に
は
、エ
ビ
ネ
ラ
ン
、

樹
齢
70
年
以
上
の
ツ
ツ
ジ
も
あ
り
、

美
し
い
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
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商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
28
年

度
通
常
総
会
を
、
５
月
27
日
、
四

国
経
済
産
業
局
長
、愛
媛
県
知
事
、

愛
媛
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催

し
た
。

　

初
め
に
村
上
会
長
が
、
熊
本
地

震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
各
商
工
会
に
対
し
て
義
援
金

の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
経
済
は
、
国
際
的

な
経
済
情
勢
の
不
安
か
ら
、
円
高

や
株
安
な
ど
の
不
安
定
要
素
が
強

く
、
未
だ
に
出
口
の
見
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
一
億
総
活
躍

社
会
実
現
に
向
け
て
、
子
育
て
支

援
や
教
育
費
の
負
担
軽
減
な
ど
、

更
な
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
を

し
て
い
る
が
、
昨
年
の
国
勢
調
査

の
速
報
値
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
で
人
口
減
少
と
な
り
、
小
規

模
事
業
者
の
経
営
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
我
々

商
工
会
は
、
地
域
に
密
着
し
た
組

織
と
し
て
、
事
業
者
支
援
と
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
会
で
は
、
引
き
続
き
経
営
発

達
支
援
事
業
の
推
進
や
提
案
型
の

経
営
支
援
、
組
織
基
盤
強
化
、
職

員
の
資
質
向
上
等
や
、
会
員
企
業

の
経
営
革
新
、
専
門
的
な
支
援

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
販
路
開
拓
の

た
め
の
商
談
会
開
催
な
ど
、
企
業

支
援
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
旨

の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
四
国
経
済
産

業
局
長
、
愛
媛
県
知
事
、
愛
媛
県

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
長
に
は
、
萩
山
北
条
商
工
会

会
長
が
選
任
さ
れ
、
平
成
27
年
度

の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認

を
始
め
、
４
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
、
議
決
し
た
。

■
役
員
人
事

　

専
務
理
事

　
　

新
任　

神
野　

一
仁

　
　

退
任　

長
野　

侯
二

■
平
成
27
年
度
優
良
商
工
会

☆
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

【
優
秀
賞(

貯
蓄
共
済)

】

　

東
温
市
、
内
子
町
、
津
島
町
、

　

愛
南
町

【
優
秀
賞(

医
療
保
障
特
約
型)

】

　

愛
南
町

【
特
別
賞
】

　

東
温
市
、
津
島
町
、
愛
南
町

【
特
別
優
秀
賞
】

　

津
島
町

☆
ほ
の
ぼ
の
共
済
事
業

【
優
秀
賞
】

　

土
居
町
、
周
桑
、
し
ま
な
み
、

　

上
島
町
、
北
条
、
東
温
市
、

　

久
万
高
原
町
、
双
海
中
山
、

　

内
子
町
、
伊
方
町
、
津
島
町
、

　

鬼
北
町
、
愛
南
町

【
特
別
賞
】

　

土
居
町
、
周
桑
、
し
ま
な
み
、

　

上
島
町
、
北
条
、
東
温
市
、

　

久
万
高
原
町
、
双
海
中
山
、

　

津
島
町
、
鬼
北
町

☆
会
員
増
強
運
動

【
優
良
賞
】

・
新
規
10
～
21
件

　

越
智
、
し
ま
な
み
、
上
島
町
、

　

中
島
、
松
前
町
、
砥
部
町
、

　

内
子
町
、
西
予
市

・
新
規
21
件
以
上

　

東
温
市
、
愛
南
町

【
優
秀
賞
】

・
会
員
純
増

　

東
温
市
、
鬼
北
町
、
松
野
町
、

　

愛
南
町

【
特
別
賞
】

　

東
温
市

■
商
工
会
会
長
人
事

　

吉
田
三
間
商
工
会

　
　

新
任　

水
谷　

一
良

　
　

退
任　

薬
師
寺
浩
幸

■
今
年
度
の
重
点
事
業

　

事
業
計
画
等
は
、
平
成
28
年
３

月
25
日
開
催
の
臨
時
総
会
に
て
決

議
。

①�

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
踏

ま
え
た
小
規
模
企
業
支
援
施
策

の
強
力
な
推
進

・�
経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
支

援

・�

経
営
発
達
支
援
事
業
の
積
極
的

推
進

②�

提
案
型
の
経
営
支
援
・
巡
回
訪

問
の
推
進
強
化

③
組
織
基
盤
の
強
化

・
会
員
増
強
運
動
の
実
施

・
商
工
会
再
生
指
針
の
徹
底

・�

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
共
済

事
業
の
推
進

④
職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進

⑤�

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
起

業
・
創
業
、
経
営
革
新
・
事
業

承
継
等
の
支
援

平
成
28
年
度 

商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

村上会長挨拶 ●
●
●

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

５
月
12
日（
木
）ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松

山
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
３
商
工
会
青
年
部

（
松
前
町
、
愛
南
町
、
長
浜
町
）
に

対
し
て
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
津
島
町
商
工
会
青

年
部
の
上
野
山
部
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、出
席
者
の
討
議
の
も
と
、

平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
に
つ
い
て
承
認
決
定
さ
れ

た
。

　

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
指
導

者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
主
張
発
表
県
大
会
が
行

わ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら

青
年
部
活
動
を
通
じ
た
地
域
振
興

の
成
果
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
東

予
エ
リ
ア
選
出
の
渡

辺
秀
典
氏
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
９
月

10
日
に
山
口
県
で
開

催
さ
れ
る
中
四
国
大

会
に
愛
媛
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
東
温
市

産
業
創
出
課 

山
本

課
長
、
県
中
小
企
業

家
同
友
会
理
事 

藤

岡
貞
雄
氏
、
同
副
専
務
理
事 

米

田
順
哉
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
小

規
模
企
業
が
地
域
で
活
躍
す
る
た

め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、「
知
ら
な
か
っ
た
条
例
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
い
う

声
や
「
地
域
に
根
差
し
た
会
社
経

営
は
、
目
指
す
目
標
の
一
つ
で

す
。」
と
い
う
意
見
な
ど
が
あ
っ

た
。

【
青
年
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞
渡
辺
秀
典（
し
ま
な
み
）

優
秀
賞
三
好
一
正（
津
島
町
）

敢
闘
賞
忽
那　

圭（
北　

条
）

　

〃　

矢
野
大
樹（
長
浜
町
）

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、

５
月
13
日（
金
）メ
ル
パ
ル
ク
松
山

で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
に

功
績
の
あ
っ
た
７
商
工
会
女
性
部

（
周
桑
、
し
ま
な
み
、
東
温
市
、

内
子
町
、
西
予
市
、
吉
田
三
間
、

愛
南
町
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
西
予
市
商
工
会
女

性
部
の
原
田
部
長
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。
平
成
28
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
が
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

な
ど
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

が
決
定
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
指
導
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
福
島
、
愛
媛
の
両

県
で
活
躍
す
る
写
真
家
の
橋
本
直

樹
氏
よ
り
「
ふ
る
さ
と
福
島
、
そ

し
て
愛
媛
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

橋
本
先
生
か
ら
は
、
被
災
後
、

自
問
自
答
し
た
の
ち
に
震
災
復
興

を
テ
ー
マ
に
写
真
展
を
開
催
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、

地
域
で
活
動
す
る
女
性
部
に
つ
い

て
も
、自
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

そ
れ
が
た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
も

行
動
に
移
す
こ
と
、
事
業
経
営
に

つ
い
て
も
同
様
に
行
動
を
起
こ
す

こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
自
ら
復

興
支
援
に
携
わ
る
者
で
あ
る
か
ら

こ
そ
伝
え
ら
れ
る
言
葉
で
講
演
が

あ
っ
た
。

県
青
連
・
県
女
性
連

　
平
成
28
年
度 

通
常
総
会
開
催

「小規模企業が地域で活躍するためには」
というテーマで講演する藤岡貞雄氏

基調講演で被災地での貴重な体験を話す
橋本直樹氏

主張発表大会参加者

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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　中小企業退職金共済法（中退共）の一部改正が、平成28年４月１日より施行されました。
　今回の改正は、勤労者退職金共済機構の資産運用リスク管理体制を強化し、他制度とのポータビリ
テイ （制度間の資産移換）向上等を通じた事務、事業の見直し、加入者の利便性の向上等が盛り込ま
れています。

〈改正の内容〉
１．資産運用のリスクの管理体制の強化（平成27年10月１日施行）
　　「資産運用委員会」を設置し、資産運用のリスク管理体制を強化。
２．制度のポータビリティの向上を通じた事務、事業の見直し

①特定退職金共済事業からの資産移換
　　特定退職金共済事業を廃止する団体から事業主単位で中退共制度への資産移換を可能にする。
②中小企業者でなくなった場合、確定拠出年金制度（DC）（企業型）への資産移換
　�　中退共に加入している事業主が中小企業者でなくなかった場合、事業主単位で中退共制度から
確定拠出年金制度（DC）企業型へ資産移換することを可能にする。

③制度間通算における全額移換の実施
　　中退共と特定業種退職金共済制度間等の通算については、通算できる金額の上限を廃止する。
④企業間通算の申し出期間の延長
　�　中退共に加入している従業員が、転職等により中退共制度間等を移動した場合、通算の申し出
期間は、現行の２年以内から３年以内へ延長する。

⑤建設業退職金共済制度の退職金の支給方法の見直し
　　退職金が支給されない掛け金納付期間を現行の24月未満から12月未満へ短縮する。
⑥未請求退職金発生防止対策強化
　�　勤労者退職金共済機構から住基ネットを活用して退職金未請求者の住所の把握を行えるように
する。

以上のように、加入者にとっても利便性が向上する措置が盛り込まれました。

中小企業退職金共済(中退共)制度が改正されました

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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こ
れ
ま
で
吉
田
町
内
に
数
件

あ
っ
た
醬
油
屋
は
、
時
代
と
共
に

店
を
た
た
み
、
旭
合
名
会
社
も
一

時
は
廃
業
の
危
機
に
た
た
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
代
表
社
員
の
娘
さ
ん

の
結
婚
を
機
に
、
娘
婿
で
あ
る
中

川
賢
次
氏
が
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
決

め
、
廃
業
の
危
機
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

中
川
氏
は
、「
昔
か
ら
ス
ー
パ
ー

に
行
く
た
び
に
調
味
料
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
。」
と
い
う
ほ
ど
無

類
の
調
味
料
好
き
で
、
数
年
間
か

け
て
試
行
錯
誤
し
開
発
し
た
『
ふ

り
か
け
ポ
ン
酢
』
が
、【
全
国
ふ

り
か
け
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
】

の
ソ
フ
ト
部
門
に
て
銅
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
を
引
き
継
い
だ
事
を
「
運

命
と
言
え
ば
運
命
。
店
の
歴
史
の

重
さ
を
感
じ
て
い
る
。」
と
微
笑

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
「
新
た
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
楽
し
い
食
卓
、
美
味
し
い

食
事
に
貢
献
で
き
る
よ
う
商
品
を

作
り
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
夢

は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

四代目の中川賢次氏

愛媛県火災共済協同組合
松山市一番町四丁目１番２ （愛媛県中小企業会館３階）

〒 電話（ ） ＦＡＸ（ ）
お問合せ・お申込は地元商工会へ

あなたの街の身近な共済
もしものケガに備えて

　ほのぼの共済
＜月々1,000円から＞充実の保障プラン

ふりかけポン酢

え
ひ
め
愛
顔
あ
ふ
れ
る

商
店
街
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６

　愛媛県では、商業機能のみならず、地域
コミュニティの中心的な役割を担ってきた
商店街の賑わいを回復し、活性化を図るた
めの「コンテスト」を実施します。

◆商店街部門　　　　　　◆個店部門

　大　賞（賞金10万円）　　　大　賞（賞金５万円）
　優秀賞（賞金５万円）　　　優秀賞（賞金２万円）

◆募集期間

　５月25日～７月25日
　※応募にあたり、商工会等の推薦状が必要です。
　詳細はお問い合わせください。

◆お問い合わせ先

　愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課商業振興係
　TEL 089−912−2464

　

平
成
28
年
4
月
よ
り
、
商
工
貯
蓄
共
済
の
満
期
を
迎
え
ら
れ
た
契

約
者
の
方
に
、
加
入
口
数
１
口
に
つ
き
２
，０
０
０
円
の
「
満
期
あ
り

が
と
う
券
（
商
品
券
）」
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
満
期
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
、

お
楽
し
み
に
！

商
工
貯
蓄
共
済
の
満
期
を
迎
え
ら
れ
た
方
へ

「
満
期
あ
り
が
と
う
券
」を
贈
呈
！

旭
合
名
会
社

代
表
社
員　

清
家
善
右
衛
門

宇
和
島
市
吉
田
町
東
小
路
甲
１
１
２

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う 
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有
限
会
社　

宮
内
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

八
幡
浜
市
保
内
町
宮
内
１

－

６
５
８

－

２

（
八
幡
浜
市
立
宮
内
小
学
校
３
年
生
）

菊

池
　

加
奈
子

さ
ん

 

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
」

　
「
た
だ
い
ま
ー
。」
と
、
わ
た
し

が
学
校
か
ら
帰
る
の
は
、
家
で
は

な
く
て
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

が
は
た
ら
い
て
い
る
お
店
で
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
車
に
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
た
り
、
車
の
し
ゅ
う
理
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
お
金
の
計
算
を

し
た
り
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
に
コ
ー

ヒ
ー
を
い
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
い
そ
が
し
そ
う
に
は
た
ら

い
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
社
長
な
の
で
あ

ま
り
休
み
は
な
い
け
れ
ど
、
家
に

お
父
さ
ん
が
い
る
と
き
は
、
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ
た
り
、
学

校
の
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
と

て
も
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
が
大
す

き
で
す
。

　

お
母
さ
ん
が
休
み
の
時
は
、
お

買
い
物
に
行
っ
た
り
ケ
ー
キ
を

作
っ
た
り
し
て
い
る
と
き
が
、

と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、

お
店
の
お
手
つ
だ
い
を
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。
今
は
、
家
の
お
手
伝

い
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

４
月
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
規
模
自
然
災
害
が

発
生
す
る
た
び
、
商
工
業
を
営
む

方
々
の
事
業
発
展
を
お
手
伝
い
す

る
商
工
会
組
織
の
一
員
と
し
て
、

い
つ
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
被
災
さ
れ
た
商
工

業
者
の
方
々
の
生
活
問
題
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
目
に
す
る
の

は
、
建
物
の
倒
壊
や
寸
断
さ
れ
た

道
路
な
ど
注
目
を
惹
く
被
害
の
状

況
や
避
難
所
の
様
子
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
で
、
商
工
業
者
の
方
の
被
害

の
実
態
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
に
先
立
つ
も
の
は
お
金
で

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
被
災
し
て

仕
事
に
行
け
な
く
て
も
給
料
は
貰

え
ま
す
。
農
林
漁
業
者
の
方
は
災

害
支
援
金
制
度
な
ど
が
充
実
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
ほ
と
ん

ど
の
商
工
業
者
の
方
は
、
働
け
な

い
こ
と
＝
収
入
ゼ
ロ
と
な
り
、
蓄

え
が
無
け
れ
ば
食
べ
る
こ
と
さ
え

儘
な
ら
ぬ
状
況
に
即
座
に
陥
り
ま

す
。
も
し
運
よ
く
商
売
を
再
開
で

き
る
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

仕
入
先
や
販
売
先
が
確
保
で
き
な

か
っ
た
り
、
交
通
網
が
遮
断
さ
れ

て
配
送
が
不
可
能
で
あ
っ
た
り
、

事
業
再
開
に
は
数
々
の
困
難
が
待

ち
受
け
て
い
ま
す
。
災
害
時
低
利

融
資
の
創
設
は
あ
っ
て
も
補
助
金

の
よ
う
な
資
金
援
助
は
望
め
ま
せ

ん
。
ほ
ぼ
自
助
努
力
で
困
難
に
立

ち
向
か
う
し
か
な
い
の
で
す
。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
言
い

古
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
大
規
模

地
震
な
ど
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に

直
面
し
た
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、

ま
さ
に
「
備
え
」
で
す
。
蓄
え・保

険・
備
蓄・
防
災
訓
練
な
ど
の
定
番

の
備
え
に
加
え
、
事
業
存
続
の
備

え
と
し
て
、
仕
入
先
や
販
売
ル
ー

ト
な
ど
を
複
数
に
し
て
お
く
な

ど
、
代
わ
り
の
モ
ノ
や
方
法
を
準

備
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

た
だ
、
備
え
は
定
期
的
に
見
直

し
を
行
っ
て
常
に
最
適
・
最
善
の

も
の
に
し
て
お
か
な
い
と
、
い
ざ

と
い
う
時
に
役
に
立
た
な
い
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


